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The Synthesis of the RC network hRS heen made hy Guillemin in 1949， bu色白is does llot 

represent the Rttenuation function explicitly， 自nd the desi広n of RC Network wants 胃ome

considerutiolls in the fUllctioll. The auther huve given some llotes on this function in the 
Lecture-Meeting in May 1951 at Kyoto: the present paper is the same thing， illcludillg the 

Class 1 (parallel T circuit) alld the class n of the RC fiIter， in the sense of Tschebyscheff 

approximatioll. On the phase splitting-lletwork with the RC咽elements it will be reported in the 

llext paper. 

1. 緒 言
LC を用いた回路の理論が， 共の億RC を用いた回路の成に利用 出来るかとの命題は就に解決さ

れ， RC を用いると別個の合戒法が必要であるととが述べられた。(1)然して此の論文は合成法に詳
しいが減衰函数の与え方について明らか で友いtので筆者等は此の点を明にすべ〈考察 を試み た。(2)
最も簡単なる RC漉波器の減衰函数について述ぺ， 号えに 'l'scheb}'明heffの近似する 減衰函数に就
いて述べ設計に資せんとする。其のーは低域諸波器乏しての研究 を越ぺ， 其の二は位相差分波器と
しての研究に就いて述べる。

2. 簡単なる漏漉器の減衰函数

ZlとZ2 で格子型回路 を形成し，ZlとZ2とを夫々の図の様に与えるものとする。
1 

Z，= 1 
.L - .; +jωC1 且�1

Z2 = J「+RzJ山�2

7.， 寸之ト
ぉ-y寸7ZlとZ2 が，ω∞たる 角周波数で相等しい値を示す時

には 第 1 図 基本国路
R R1 -2一耳百二C1"R111

はる からC1R1= 十 手=Q
VJo UJo 

R9= .. .R: 1 -2- 1 + Qoll 

C. =l+ω2∞C111R111 -2一 ω'∞ C 1R111

竺竺=Q.∞とお〈と
�o 

C. =l+�QlI� C 2 = ー亙瓦a�l

として求められる。此の回路を開放で使用すると， 電庄減衰量は
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i E J - ZA 
E2 I _ Zl-Z2 

となって， 標準化せる周波数を使用して

I E1 I _ ;/) L， �(2+t.F∞+Qll) + (Qlloo 1 +Q+ 2QllooQll) A =20 10g 1 __:;手I =101唱
J ...I.J2J I n2. na、 命 /'........ r. .. 

で与えられる。図に示すと第二図の様にたる。
此れはl，C強波器の誘導M型に対応ずるものである。此れを帯域比で表すと第三図の様にたっ

36 
\! V 八/\/X/\ 301 

24 
t t曲i

f 表18
dQ 
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第 2 図 / 
第 3 区l

て， 必要に応じ帯域比を適当に選ぶ必要がある。此の回路は周知の様に並列T型に変換され， 共の
素子の聞には次の関係があり Cr， CTI 

RT1=Rl R - R1 T2=-2Q2∞ 

C�，� = 
2�1 1.'2=一....一一Gl'l=C1 

たる式で求めるととが出来る。 第4図 基本回路上りの変形

;5. 誠衰菌数の程似法

φ 一角周波数ωに対して tnn豆一一ωなる変換をほどとすと， 誠衰函数は偶函数であり 引lsineの

級数に展開されろととは周知のととで(3)(4) (位相函数は附随位相量のみ， 係数の付号を変ったsine

函数で近似される。〕函数を@乏し
(])1=α。+αlCOSÇ1十a2os2Ç1+

十αn cosnÇ1十

として表すものとする。
今日eheyscleffの意味で近似を

行うものとすると (])111 が伝送函
数Y12に比例する故低域糠波器

に於ては通過域では1 に近似し減

衰域ではOに近似する様にする。

ゾ\e
e

H

Illf
 

結
送
7凶
数

第 5 図
/l 



15 

従って泊過域の利得偏差Eを与えると誠衰域の最小減衰量は決定出来るものである。次にCRで実
現可能な様にY12の分母を決定するとよい。此の方法は例題で邦明するであろう。今三失の項まで
に限った時の

([11ニ(ω。+αlCO'i!(/J十αscos3ψ)ll
l+H ー

の時の利得偏差e， 最小減衰量logî工百通過域，QK Iま図に不す様になる。 LC回路と比較して， 減

衰が余り増大出来ないととが分る。
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4. 設 計 例

通過域に於ける利得偏差eニ土0.36dhとした時減衰域に於て， 22.47dhとたり，α8=0.205， ao = 
0.81となる(前節の図商参照)

([11 = { 0.81+co害少-0.305c083� 戸
故に￠をA=jωに変換してF1 U.ll)で表わすと

(1.505-8.005P-3.144A4-0.1l5AG) II F10ll) =�一一一一一 } l (l_All)S J 
([11の負根は仇=159090， �2 = 120020'であるから ，Qll=24.47 ，Q2l)=3.04 

E根は れ=45010' ，Q.8=0.1728 
と友り ( 0.115(24.47 +A.8) (3.04+P )(0. 172-A 8)) II Ft().lI) =1トl (1-All)8 J 

Y F1(P) 12=�F-;司王子
E2(Al') IまCRで実現可能た様に与えるもので， F2に対して

([12= {子。+山ψ) (1+ ßIC08CP) _ . . . . .  (1 + ßn C08ψ) } 
と与えるものとする。此の([12に対して， 0.36dhを与えるものとして

。o=1.6�， ßl=Oム ß.2=-0.2， ßs=-O.OOl 
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止決定される。 従って

Y日 = 0.007387 fOAlf)-À) (2-1A壬トÀB) (0. L1JJj + À) (3.04+ À Z)ニYlll)付) Ý uC21(À) 12 - V . VV "JU' -{ (l.22!+À) (0.999+ À) (O.816+À) P 
Y12 を二個の単位回路に分け中聞に増巾器を入れるものとする。 此の回路!まGlliJl el1l i nの一般合成

法に依り実現可能であり， 第七図の様になる。

第 7 区l

4<! 

3陣

10 

10 

。

2・・ 30.. ".・ 2脚事酬周波紋{サ1'1叫
第8図 実 験 例

此の回路の実験結果は第八図に示す。 設計i[i在正実験値はよく一致すると乏が分る。

5. 結 言

a 喫_-r.禽
ー 寄干"値

"・・帽

CRを用いた鴻波器の設計に於て， m力端を開放で使用する場合並列T型回路の設計ー式及， 一般

減衰曲線を与えた。 又出カ端を終端して使用する時， 減衰函数を近似法及び， 最小減衰量と利得偏

差， 通過周波数との関係を与えた。 此の結果はCR滋波器の設計に資すると考えられる。絡に常に

御指導を載(， 工学部長石原先生及び東北大永井教授に御礼申し上げると共に， 援助を得た三石昭

治君に感謝の意を表わす次第である。
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